
【文化都市】
創造性豊かな静岡文化の進化

（オクシズの振興）

令和５年３月
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１.政策の位置づけ
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R4政策施策外部評価委員会 １.政策の位置づけ

５大重点政策

子どもの育ちと長寿を支えるまちの推進

分野別の政策

アートとスポーツがあふれるまちの推進

オクシズの森林文化を育てるまちの推進

港町の海洋文化を磨き上げるまちの推進

城下町の歴史文化を守り抜くまちの推進

第４次総合計画
第３次総合計画の取組結果を踏まえて、第４次総合計画へ

健康・福祉 子ども・教育 防災・消防

社会基盤

文化・スポーツ 観光・交流

農林水産 都市・交通

生活・環境

商工・物流

防災都市文化都市 共生都市

（１）東静岡地区・草薙地区の賑わい創出

（３）創造性豊かな静岡文化の進化（まちは劇場・オクシズ）

（２）清水港ウォーターフロントの活性化と整備促進

重点プロジェクト
世
界
水
準
の
都
市
を
目
指
し

よ
り
強
化
す
る
取
組
を
抜
粋

健康長寿のまちの推進

５大構想

歴史都市 健康都市中枢都市

まちは劇場の推進

海洋文化の拠点づくり

歴史文化の拠点づくり

教育文化の拠点づくり

分野別の政策（10分野）

第３次総合計画
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目標と方向性

（概 要）
オクシズ地域おこし条例に基づき作成した「オクシズ
地域おこし計画」を基に、オクシズ振興を図る。

３次総 前期 ３次総 後期 ４次総

H
27

H
28

H
29

H
30

R1 R2 R3 R4 R5

地域資源を
活かした
交流の推進

地域資源を
活かした
新しい産業
の創出

安心安全な
地域環境の
整備

地域の担い
手確保とお
宝継承

オクシズの
公益的機能
維持・保全

光回線整備ATM設置

おもてなし環境整備事業
（中山間地における観光トイレ整備）

登山道整備（利用者の安全確保）

漆の里プロジェクト

オクシズプロモーション事業
イベント出展やHP運用等の情報発信

在来作物活用プロジェクト

おらんとこのこれ一番事業 元気ビジネス支援事業

生活拠点形成事業

野生鳥獣被害対策の実施

静岡地域材活用促進事業 いきいき森づくり推進事業

中山間地域への移住促進

R4政策施策外部評価委員会 １.政策の位置づけ 4



２.関連する指標の状況
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延べ８6世帯

延べ９件

R4政策施策外部評価委員会 ２.関連する指標の状況 6



３.各事業の実施状況
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R4政策施策外部評価委員会 ３.各事業の執行状況 8

※令和４年度の決算額及び人工については、見込の数値。

正規 会計年度
任用

R1 7,000 0 4,478 0.3 0.0

R2 155,000 0 36,422 2.0 0.0

R３ 5,000 109,100 110,112 2.0 0.0

R4 12,000 0 4,000 0.4 0.0

R1 39,380 0 16,010 0.8 0.0

R2 6,875 43,020 49,895 2.0 0.0

R３ 0 0 0 0.0 0.0

R4 0 0 0 0.0 0.0

R1 2,500 0 1,350 0.5 0.0

R2 2,500 0 1,350 0.5 0.0

R３ 1,350 0 1,350 0.5 0.0

R4 5,350 0 5,350 0.5 0.0

R1 8,276 0 7,785 1.0 0.0

R2 8,522 0 4,085 1.0 0.0

R３ 9,316 0 6,078 1.0 0.0

R4 60,766 0 59,492 1.0 0.0

H２７ 4,700 0 389 0.6 0.0

H28 5,000 0 4,703 0.6 0.0

H２９ 5,000 0 4,249 0.5 0.0

H30 5,000 0 3,398 0.5 0.0

オクシズの観光トイレ整備に係る測量設計、工事

決算額
（千円）

人工
主要事業名 主な活動内容 年度

予算額
(千円）

繰越額
(千円)

南アルプス周辺登山道整備事業
登山者の安全を確保する登山道、山小屋の修繕、工事等を実施
・登山道修繕・工事（茶臼岳、聖岳、千枚岳　他）
・山小屋修繕（百閒洞山の家、熊野平小屋、高山裏避難小屋、ウソッコ沢小屋）

おもてなし環境整備事業

在来作物活用プロジェクト
在来作物の可能性調査やシンポジウムやマルシェ事業などを展開することで伝承意識の醸成と情報発
信を図る。在来作物を活用した地域での新商品開発も支援する。

オクシズ「漆の里」構想事業

オクシズに漆の生産という新たな産業を興すことで、雇用を生み出し、人口減少の一助とする
①漆の里推進あたっての協議
②調査事業
③普及啓発・人材育成事業

オクシズプロモーション事業
総合情報サイト「オクシズ」の運用及び、中山間地域の魅力情報紹介ツールの作成、広告・イベント出展
等による地域情報の発信により、交流人口及び定住人口の増加を図る。



R4政策施策外部評価委員会 ３.各事業の執行状況 9

※令和４年度の決算額及び人工については、見込の数値。

正規 会計年度
任用

H２７ 15,177 0 12,162 0.8 0.0

H２８ 20,000 0 11,356 0.5 0.0

H２９ 20,000 0 10,160 1.0 0.0

H３０ 15,000 0 10,525 1.0 0.0

R1 10,000 0 0 1.0 0.0

R2 10,000 0 3,995 1.0 0.0

R３ 10,000 0 2,600 1.0 0.0

R4 9,000 0 7,251 1.0 0.0

R1 19,661 0 19,661 1.0 0.0

R2 3,687 0 866 1.0 0.0

R３ 3,318 0 1,016 1.0 0.0

R4 1,988 0 768 1.0 0.0

R1 141,309 0 132,934 3.0 0.8

R2 151,434 0 110,988 3.0 0.8

R３ 150,625 0 111,692 3.0 0.8

R4 132,672 0 106,396 3.0 0.8

オクシズ元気ビジネス事業
おらんとこのこれ一番事業に代わる新たな制度として運用。中山間地域の活性化及び集落の維持を図
るため、地域住民等が、地域の産業、自然、文化などの資源を活用して実施するビジネスを支援する。
地域の資源を活用した「新たなビジネス」の実施及び準備ににかかる経費に対し補助金を交付する。

おらんとこのこれ一番事業
中山間地域の資源を活用し、住民による地域の活性化と集落の維持を目的とする。
地域活性化事業の立案支援及び対象事業への補助金を交付する。
事業終了後も継続的に地域振興に活かしていくため、実施団体の法人化も実現する。

オクシズ生活拠点形成事業
人口減少、少子高齢化が進む旧安部６村及び両河内地区において、住民が地区で継続して生活でき
る仕組みを構築する。地域の課題や現状の把握、生活に必要な機能・サービスの維持・確保を柱とした
生活拠点形成を支援。

野生鳥獣被害対策事業
防護柵の設置に対する補助金交付、人里に野生鳥獣を近づけない草刈り・藪払いを行う
緩衝地帯整備事業、被害防止目的捕獲許可や防除方法等についての勉強会の実施

予算額
(千円）

繰越額
(千円)

決算額
（千円）

人工
年度主要事業名 主な活動内容



R4政策施策外部評価委員会 ３.各事業の執行状況 10

※令和４年度の決算額及び人工については、見込の数値。

正規 会計年度
任用

R1 39,930 0 38,788 0.2 0.0

R2 30,680 0 21,793 0.2 0.0

R３ 36,680 0 34,122 0.2 0.0

R4 42,680 0 34,369 0.2 0.0

R1 92,000 0 81,034 0.2 0.0

R2 86,000 0 76,796 0.2 0.0

R３ 95,000 0 87,116 0.2 0.0

R4 95,000 0 95,000 0.2 0.0

R1 13,000 0 11,500 0.8 0.0

R2 13,200 0 9,789 1.2 0.0

R３ 14,200 0 9,377 1.2 0.0

R4 13,425 0 12,759 1.0 0.0

中山間地域移住促進事業
（移住促進）

中山間地域の集落を維持、活性化させ、都市部からの移住を促進させる。空き家情報バンクの運営を
はじめとした移住促進事業及び移住者・移住を促進する者に対する各種補助金の交付

○静岡ひのき・杉の家推進事業
市内に個人が住宅を新築または建て替えをする場合、主要構造材に市産材（60%以上）を使用する住
宅に対し、ヒノキ・スギの柱・土台（10.5または12cm）を100本（30万円相当）プレゼント
H23～旧安倍六ヶ村移住は50万円相当補助　H24～内装材（床・羽目）10万円相当補助追加
(上限額)　構造材３0万円、内装材10万円
○静岡ぬくもり空間推進事業
幼稚園・保育園、公益的施設および中山間地振興に資する施設等の新築・建替え等に対し市産材を提
供する
(上限額)500万円
H29～認証材利用は100万円上乗せ
令和元年度からは商業施設の内装材等に利用する市産材の提供を開始した。(補助対象経費の1/2、
上限100万円)

いきいき森林づくりの推進

〇高性能林業機械購入費補助
森林経営計画に基づく森林施業の実施にあたり、作業工程の効率化・生産性の向上性を図るため、林
業機械の導入を補助する。機械購入経費の80%(上限6,000千円)
〇作業道の開設補助
間伐作業や木材搬出効率化のため、作業道開設費用を補助し森林整備を促進する。
作業道開設工事経費の90%(上限7千円/m)

静岡地域材活用促進事業

主要事業名 主な活動内容 年度
予算額
(千円）

繰越額
(千円)

決算額
（千円）

人工



観光用トイレの整備や登山道の環境整備

大沢地内 湯ノ島地内 有東木地内

11

観光用トイレの整備

登山道整備

来訪者の利便性や快適性を確保するための観光トイレの整備やリニューアルなどの実施
や、南アルプスの魅力向上のための登山道の整備を実施。

R4政策施策外部評価委員会 ３.各事業の取組状況



「漆の里」構想事業の展開

市内唯一の漆掻き職人

参考：漆の森（岩手県二戸市）

静岡浅間神社社殿の修復

本市には伝統工芸などの漆に関連した文化が根ざしていることから、「漆」の生産とい
う新たな産業を興すことで地域の活性化に結び付けるため、試験植樹等を実施。

年度 取組概要

R1 試験植樹（0.3ha） 先進市視察

R2 試験植樹（1.34ha） ロゴマーク作成

R3 試験植樹（0.46ha）

R4 試験植樹（0.3ha）（見込み）

漆の学校（漆染めワークショップ）

上記のほか、漆への理解を深めるための講演会等も実施。

R4政策施策外部評価委員会 ３.各事業の取組状況 12



13

オクシズ生活拠点形成にむけた取組の推進

住民主体の体制づくり

活動の拠点となる中核施設の

設定・整備

生活に必要な機能・
サービスの維持・確保

インターネット

福祉医療

雇用

子育て

金融

買い物

教育

交通

旧安倍６村及び両河内地区において、暮らし続けられる地域づくりを目的に、生活に必要
な機能を維持・確保すること、また住民主体の体制づくりに向けた取組を実施。

年度 取組概要

R1 【旧安倍６村全地区】ＡＴＭの設置

【玉川地区】アンケート実施

R2 【井川地区】
全住民アンケートの実施

【清沢・大川地区】
交通・移動支援調査実施

【オクシズ全地区】光回線整備開始

R3 【梅ケ島地区】
全住民アンケート実施

【玉川地区】
交通実証（移動支援）の実施

【オクシズ全地区】
光回線の整備完了

R4 【大河内地区】
全住民アンケート実施

【梅ケ島・大河内地区】
交通実証の実施
買い物機会創出の実証開始

R4政策施策外部評価委員会 ３.各事業の取組状況
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【参考】 オクシズ内地区 位置図

井川

梅ケ島

大河内

両河内玉川

大川

清沢

JR静岡駅

R4政策施策外部評価委員会 ３.各事業の取組状況



防除・緩衝地帯整備・捕獲の３つの観点を一体として実施

「防除」 ・被害対策用防除資材の購入等に対する助成（個別型・団体型・地域一体型）
・有害鳥獣被害防除活動への支援

「緩衝地帯整備」 ・農地周辺の環境整備
「捕獲」 ・有害鳥獣捕獲報償金

・有害鳥獣対策地区協議会等への罠の提供
・サル行動圏ＧＰＳ調査(研究協議会事業)✛大型捕獲罠設置

地域一体型防除 緩衝地帯整備 有害鳥獣捕獲

野生鳥獣被害対策の着実な推進

自然環境の変化に伴い、野生鳥獣の農林産物への被害が増大しているため、野生鳥獣
による被害から農林産物を守り、営農意欲の低下を防ぐための取組を実施。

年度 防除面積

R1 95.80ha

R2 76.36ha

R3 72.50ha

R4 30.00ha

R4政策施策外部評価委員会 ３.各事業の取組状況 15



①地域材（構造材、内装材）の提供（構造材190棟、内装材130棟分）
②公共的施設（幼稚園、保育園等）に建築資材の提供
③商業施設への木材提供
④市産材活用プロモーション事業 オクシズ森林（もり）の市（木材啓発イベント）開催

⑤みなとモデル二酸化炭素固定認証制度事業（実績 累積６件）

⑥都市部木材利用促進事業

静岡市食堂「茶木魚」 オクシズ材利用保育園オクシズ材利用商業施設

静岡地域材の利用促進

木材の地産地消を図るため、木造住宅や公共的施設の建築主に静岡市産の建築用材の
提供を行うことで静岡市産材（オクシズ材）のあらゆる場所、分野への利用拡大と普及啓
発を実施。

R4政策施策外部評価委員会 ３.各事業の取組状況 16



中山間地域に対する移住を促進

人口減少が著しく、地域の魅力を存続すること自体が困難となっているため、魅力を
支える新たな担い手として移住者を受け入れるため、移住にかかる各種施策を実施。

①空き家情報バンクの運営
中山間地域の空き家を移住者用の物件として登録し、インターネット上に掲載

②移住促進事業補助金 補助率8/10  上限 50万円
地域住民で構成された団体が行う移住促進事業に対する交付金

③住宅改修事業補助金
空き家情報バンクを利用して契約が成立した物件に対して、居住のための改修工事に対して補助

④テレワーク等環境整備補助金（R4～）補助率1/2上限 50万円
５年以上当該地域に居住していない転入者が自宅でテレワーク等を行うための職場環境整備費用に対し補助

⑤移住報奨金 上限 100万円
移住後６カ月経過した移住者が、５年間その地域で移住状況等について情報発信することに対する奨励金

H26以前 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

移住
世帯
件数

１０ ４ １４ １０ ６ １１ １０ １２ ９
（見込み）

R4政策施策外部評価委員会 ３.各事業の取組状況 17



主な分野別の政策分類

分野８ 農林・水産

５大重点政策

オクシズの森林文化を
育てるまちの推進

オクシズ地域は様々な自然環境や文化が守られており、市街地に居住する住民にとっても必要な地域資源
を支えている。しかし、人口減少や高齢化が進んでいることや、これまで地域を支えてきたお茶や木材の価格
低下などの外部要因により、地域の持続可能性が低下しつつある。

【現状認識】
〇 高齢化により車の運転ができない住民が増え、今後さらに移動や買い物などが困難になる住民が増加
〇 人口減少や高齢化が進み、地域活動の担い手が不足している
〇 ウッドショックにより木材市場の高騰
〇 住民ニーズは、鳥獣対策や農地山林荒廃防止が最も高く、また道路整備も高い

【取組の総評】
〇 オクシズ全域でのATMの設置や光回線の整備を通じ、生活に必要な機能を確保
〇 移動や買い物については、将来に向けた持続可能な事業とすべく実証実験や調査を着実に実施
〇 移住者の獲得はできている一方、賃借や売買可能な空き家が不足し、現状ではこれ以上の移住者増加は
限界がある

〇 木材の利用促進や森林整備の効率化支援などにより、生産量の増加や他産材と比べて価格の維持・上昇
につながっている

〇コロナ禍や施設の老朽化、高齢化による担い手不足などにより、交流客数（交流人口）が減少

第４次総合計画では、オクシズ振興を５大重点政策に位置付け、「①生活利便性の向上」「②雇用と仕事の確保」
の２つの取組を軸に、オクシズ地域の振興を一層強力に進めて、 「暮らし続けられる中山間地域」を実現する。

これを踏まえ４次総では…
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